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ついての報告例は少ない。本研究は、南極海水から分離された低温菌  Shewanella 




１．低温菌 S. livingstonensis Ac10 を宿主とした発現制御可能な低温タンパク質発現
システムの開発 






産システムの開発を試みた。その結果、trp オペロン内の最も上流に位置する trpE 
の 5´ 非翻訳領域から、L-Trp の添加による発現抑制が可能なプロモーター領域が得
られ、これを利用した L-Trp 非含有培地における発現制御が可能な異種タンパク質低
温生産系を構築することに成功した。大腸菌の trp リプレッサーに対して L-Trp の
競合阻害剤として作用する 3-インドールアクリル酸の添加による L-Trp 含有培地に
おける発現誘導が可能であることも示された。 
 
２．タンパク質分泌生産能に優れた低温菌 P. nigrifaciens Sq02 の単離と特性解析 
 タンパク質の分泌生産は、純度の高い組換えタンパク質を簡便に得る上で有効な手





った。その結果、ハマチ  (Seriola quinqueradiata) の腸管内容物から得られた菌株





た。本クラスター中の T2SS ホモログをコードする遺伝子群を破壊すると P320 分泌
能は失われた。本菌はこのクラスターとは別のゲノム領域に別の T2SS ホモログをコ
ードする遺伝子クラスターを有するが、その遺伝子破壊は P320 の分泌能に影響しな





３．低温菌 P. nigrifaciens Sq02 を宿主とした異種タンパク質分泌生産システムの構築 
 P320 遺伝子のプロモーターと P320 分泌機構を活用した異種タンパク質分泌生産
システムの構築を試みた。P320 遺伝子のプロモーター領域である  5´ 非翻訳領域 
375 bp の下流に β-ラクタマーゼ遺伝子や低温菌 Desulfotalea psychrophila DSM12343 
由来の PepF、LAP、PepQ、BglA の遺伝子をそれぞれ融合したプラスミドを構築し、
P. nigrifaciens Sq02 に導入した。その結果、既存の S. livingstonensis Ac10 を宿主とし
た生産系と比較して、LAP、PepQ、BglA について高い生産性が認められた。さら
に、本プロモーターの制御下で、上記 4 種の低温菌由来タンパク質を P320 との融
合タンパク質として発現したところ、各融合タンパク質は培養液上清に分泌された。
P320 遺伝子破壊株を宿主とすることで、融合タンパク質が培養上清中にほぼ単一の
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は、南極海水から分離された低温菌 S. livingstonensis Ac10 およびハマチ腸管内容物
から分離された低温菌 P. nigrifaciens Sq02 を宿主とする新しい低温タンパク質生産
システムを開発したものであり、評価すべき点として以下の 3 点が挙げられる。 
１． S. livingstonensis Ac10 の trp オペロンのプロモーターを利用し、培地への L-
Trp や 3-インドールアクリル酸の添加による発現制御が可能な低温タンパク
質生産システムを構築した。 
２． P. nigrifaciens Sq02 が、培養上清中にほぼ単一の分泌タンパク質として、バ
イオフィルム形成への関与が示唆されるタンパク質 P320 を生産することを
見いだした。また、P320 遺伝子近傍の遺伝子群がコードする T2SS 様タン
パク質分泌装置が P320 の分泌を担うことを示唆する結果を得た。 
３． P. nigrifaciens Sq02 を宿主とし、P320 遺伝子プロモーターの制御下で異種タ
ンパク質を生産する低温タンパク質生産システムを構築した。本システム
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